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1．はじめに

台湾経済部（経済産業省に相当）は、2011 年3
月の東日本大震災を機に、日本と台湾が貿易経済
交流をより密にしていくことを目的として、「日
台産業連携」を推進する事業の検討を開始した。
そして、2011 年 12 月 16 日、行政院（内閣に相当）
による認可を経て「台日產業合作搭橋方案（台日
産業連携架け橋プロジェクト）」が開始され、2012
年には、台日產業連携推進オフィス（台日産業合
作推動辦公室）が台湾経済部所管の財團法人資訊
工業策進會内に設立された。
それに伴い日本側では日本台湾交流協会が、台
湾側では台湾経済部所管の財團法人資訊工業策進
會が運営主体となり、「日台架け橋プロジェクト」
を始動することとなった。
台湾側の「台日産業合作搭橋方案（台日産業連
携架け橋プロジェクト）」は、台湾経済部工業局跨
國產業市場攻略合作計畫委員会が主管となり、財
團法人資訊工業策進會へ委託し、台湾経済部台日
産業連携推進オフィス（TJPO）として運営され
ている。TJPO の組織統括（主任）は、経済部工
業局局長である呂正華氏が兼任しており、副主任
は工業局副局長楊志清氏と台北駐日経済文化代表
処経済組組長周立氏が兼任している。また、工業
局から産業連携の業務を熟知する主管者として、
経済部工業局電子情報組副組長の呂正欽氏が執行
長となり、TJPOのプロジェクトを率いている。
TJPO は主に総合サービス課、企業プロジェク
ト課、日本事務所から構成されており、それぞれ
異なる役割分担を担っている。総合サービス課で
はワンストップサービス窓口や「行政院台日産業

連携架け橋政策調整委員会」と「経済部台日産業
連携推進委員会」の事務を担っている。また、対
日産業交流連携窓口が TJPO に統合されたこと
で、産業交流事業の調整をも担っており、日台産
業連携推進の戦略立案、日台産業連携フォーラム
の開催、データベースの設立及び日台産業連携推
進のプロモーションと交流イベントの開催を行っ
ている。企業プロジェクト課は、主に台日産業連
携案件の発掘および個別案件のフォローアップと
サポート業務を行っており、日本の産学官との関
係の構築維持にも尽力している。そして、東京三
田にある日本事務所は、Japan Window 機能の日
本での相談窓口や産業交流イベントをサポートし
ている。
そこで本連載では、地方自治体や地方公共団体

が主体となって行った台湾連携事業を契機とし、
台湾企業とのアライアンスに成功した国内の中小
企業に対してインタビューを実施し、それらを纏
めたい。そして、この連載によって日本の地方自
治体や産業支援機関がどのように台湾と良好な関
係を構築し、地域の中小企業が自分たちのビジネ
スをどのように成功に導いたのかを明らかにする
とともに、自主的、自律的に台湾とのビジネスを
行う地方自治体や地域の産業団体に対して、今後
の方向性を示したいと考えている。

2．「日台産業協力架け橋プロジェクト」
の日本側取り組みについて

日本台湾交流協会では、これまで主に地方自治
体に対する台湾ビジネスの情報提供を行ってき
た。近年では、地方自治体や地域の商工団体等か
ら、台湾との連携を望む声が多くなってきたこと
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から、2012 年度より台湾側の受け入れ機関である
TJPO を通じて、日本と台湾の地域間連携事業も
行っている。
日本台湾交流協会では、「日台産業協力架け橋
プロジェクト」の一環として、2014 年～2018 年の
5年間、日本と台湾の相互発展に資する先進分野
に優位性を持つ地域の優良企業が台湾展示会に出
展するための支援を行って来た。具体的には、台
湾で開催される国際見本市に交流協会のブースを
設置し、出展する日本企業を公募するという取り
組みである。参加した日本企業は、当協会と台湾
関係機関である TJPO との共催による台湾企業
とのマッチング商談会にも参加する機会を得るこ
とができるため、具体的なビジネスに繋がりやす
いという利点があった。
本事業における、中小企業支援実績は、2014 年
度「Bio Taiwan 2014（バイオ台湾）」10 社、2015
年度「Medicare Taiwan 2015（メディケア台湾）」
7社、2016 年度「2016TAIROS（ロボットとスマー
トオートメーション展）」5社、2017 年 度
「2017TAIROS（ロボットとスマートオートメー
ション展）」5社、2018 年度「2018TAIROS（ロ
ボットとスマートオートメーション展）」5社で
あった。
そこで本稿では、こうした背景のもと「台日架
け橋プロジェクト」を通して「台湾」を知り、日
台アライアンスによってビジネスが成功した二つ
の事例を紹介する。そして、次回以降の連載では、
地方自治体や地域の商工団体等へのインタビュー
内容も掲載し、日本の地域クラスターと台湾の産
業集積との連携可能性や日台企業連携の可能性、
そして、その成果や方向性について考える一助と
したい。

3．事例報告

（1）株式会社東京未来スタイルによる台湾での
合弁会社設立事例1

株式会社東京未来スタイルは、バイオメディカ
ル・サイエンス分野の研究用試薬・材料輸出入商
社である。同社は欧米・アジアを中心に世界 16
か国との輸出入・貿易業務を行っており、先端医
療分野の研究試薬・材料や、特殊試薬に特化して、
病院や医療機関へ販売している。
同社が強みとする先端医療分野は、再生医療分

野、がん研究分野、新興・再興感染症分野等であ
る。中でも感染症に関しては社会的な要請も強い
ことから、企業としては特に力を入れているとい
う。また、特殊試薬に関しては診断薬原料、臨床
検体、イメージング用素材などの取り扱いが主で
ある（表1）。
同社は最先端のバイオメディカル・サイエンス

分野の商材を扱っていることから、特に国内外の
バイオベンチャーと連携し、これまでになかった
開発品を日本市場はもとより、自社の海外拠点で
あるオランダや台湾の販売会社を通じて、海外市
場に幅広く展開している。本社は茨城県つくば市
のつくば研究支援センターであり、2007 年1月、
合同会社東京未来スタイルとしてこのセンターに
て創業した（写真1）。
代表取締役社長の遠藤隆氏（以下、遠藤氏）は、

バイオメディカル関連企業に勤務していた際、海
外からの感染症の試験薬等、国内外の最先端な商
材と多く出会ってきた。しかし、大手企業と取引
できるバイオベンチャー企業及びその最先端商材
を扱うには限界があった。そこで、今後の医療業
界の未来を考え、一念発起し、2007 年1月、起業
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1 2019 年5月 21 日、株式会社東京未来スタイルにおいて
実施した、同社遠藤社長と東京未來式股份有限公司周取締
役へのインタビューによる。



した（写真2）。
その翌年の 11 月には、株式会社に組織変更し
た後、これまで、順調にビジネスを拡大してきた。
なお、同社の事業は研究用試薬や臨床検体など、
大学病院や医師向けの研究材料から始まった。そ
の後、日本や米国、欧州のベンチャー企業が開発
したバイオメディカル商品を、世界市場に紹介・
販売するため、グローバルに商材やサプライヤー
を開拓。そして、次々と国内外のバイオメディカ
ル製品の販売代理店となり、2011 年1月には環境
水中のレジオネラ菌を現場にて約1時間で測定で
きる簡易・迅速免疫法キットを、同年 10 月には生

細胞膜上の分子間相互作用を簡便に解析すること
ができる研究用試薬『EMARS試薬Ar-Flu』を開
発した。
また、同社は大学の研究者とのつながりも強く、
常に大学発ベンチャーが有する開発技術のシーズ
を把握しながら、商用化に向けたコンサルティン
グ及び新製品の開発も行っている。
こうした戦略の背景には、日本の市場に限定し

た際、日本の医療関連規制や市場のルート依存性
等の問題もあり、会社の将来像を描くことが難し
いという事実がある。そのため、遠藤氏は海外に
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表1 企業概要（東京未来スタイル）
企業名 株式会社東京未来スタイル (Tokyo Future Style, Inc.)
設立 2007 年1月9日
資本金 1000 万円
代表取締役 遠藤 隆 氏
住所（本社） 茨城県つくば市千現 2-1-6 つくば研究支援センター A-13
社員数 10 名
事業内容 バイオメディカル・サイエンス分野における研究用試薬・材料の輸出入商社
ホームページ http://www.tokyofuturestyle.com/
出所：同社資料及びウェブサイトによる

写真1 企業外観（同社が入居する、つくば研究
支援センター）

出所：東京未来スタイル社提供

写真2 株式会社 東京未来スタイル
代表取締役 遠藤隆氏

出所：東京未来スタイル社提供



目を向け、海外調達機能の向上及びグローバル販
路拡大を図ってきた。例えば、2014 年4月には、
オランダのナイメーヘン市にヨーロッパ事務所を
開設。また、同年7月には、資本金を 300 万円か
ら 1000 万円に増資し、オランダの事務所を拠点
としたグローバル展開の礎を築いた。
そして、2014 年、遠藤氏は「日本台湾交流協会」
の「日台産業協力架け橋プロジェクト」と出会う。
当初、遠藤氏は台湾との連携についての明確な道
筋は全く見えていなかった。しかし、欧州拠点を
確立した後は、アジアでの販路拡大を推進したい
と考えていたため、「日本台湾交流協会」の支援を
得てバイオメディカル展示会（2014 年台北で開
催）である「Bio Taiwan」展のジャパンブースに
出展し、複数の台湾企業と積極的に面談を行った。
その過程で、遠藤氏は台湾市場に対して高いポテ
ンシャルを感じるようになり、将来、台湾とのビ
ジネスを行う可能性についていろいろと模索する
ようになった。
2016 年9月、日本で、ある診断薬部材メーカー
から紹介された人物が、現在の台湾パートナー企
業である網護科技股份有限公司（表2）董事長の
周肇隆氏である。
周氏は大手通信会社を退職した後、海外のセ
キュリティソフトの輸入を開始。現在は IT 企業

である網護科技股份有限公司の董事長である。網
護科技股份有限公司は、セキュリティ侵害の脅威
から台湾企業を守るために IT 分野におけるハイ
テク技術及び商品を台湾国内に導入することを目
的として立ち上げた商社であり、周氏が前職で
培った IT 分野の専門知識を駆使し、数十年来、
台湾市場で海外の最先端技術や製品の輸入販売を
行っている。例えば、有害サイトフィルタやウイ
ルス対策ソフト等のセキュリティソフト、そして
台湾メーカー向けのソフトとしてデバイスドライ
バ開発ツール等、企業ニーズに立脚した製品の開
発輸入である。
遠藤氏によれば、「当初、バイオやメディカル関

連の企業とのパートナーシップを想定していた
が、周氏と議論を重ねる中で、企業経営について
の考え方や、組織の方向性、グローバル販路拡大
に関するビジョン等に関する価値観が合致してい
ることが分かり周氏と、パートナーシップを締結
する決断をした」という。実際、それらの価値観
の一致は、協業を行うにあたり、必要不可欠であ
る。とはいえ、遠藤氏は台湾のパートナー企業が
IT 関連企業ということで、販路の拡大に懸念が
ないわけではなかった。しかし、この懸念は杞憂
に終わった。なぜなら周氏の台湾におけるネット
ワークは予想よりはるかに幅広く、即座に台湾桃
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表2 企業概要（網護科技）
企業名 網護科技股份有限公司(NetGuard Technology)
設立 2003 年5月 20 日
資本金 2500 万台湾ドル
代表者 董事長 周肇隆 氏
住所（本社） 台北市敦化南路一段五號七樓
社員数 10 名
事業内容 海外の最先端技術や製品（有害サイトフィルタ・ウイルス対策ソフトなどのセキュ

リティソフトおよびデバイスドライバ開発ツールなどのメーカー向けソフト）の
輸入販売

ホームページ http://www.netguard.com.tw/
出所：同社資料及びウェブサイトによる



園市の長庚大學医学部とその附属病院である長庚
醫院に同社製品を供給することに成功したからで
ある。「この成功は、周氏がこれまで IT企業にお
いて海外のセキュリティソフト導入業務で培った
法人営業能力や信用力、そしてビジネス構築能力
の賜物であった」と遠藤氏は振り返る。また、「周
氏とは異分野ではあるが先の価値観に加えて、「社
会を良くするため」という視点でも一致している。
そのため、比較的初期段階からビジネスの方向性
等についてうまく共有することができた」と遠藤
氏は語った（写真3）。
そして、2016 年9月、東京未来スタイルと網護
科技は両社の特性を生かし、ついに合弁事業を立
ち上げた。網護科技股份有限公司は、最先端分野
の輸入製品を市場に導入する際に最も重要である
製品のローカライズやマーケティング、アフター
サポートについて数十年の経験がある。そのた
め、東京未来スタイルの製品を台湾市場に導入す
る際にニーズに合致した製品をいち早く届けるこ

とが可能であった。網護科技股份有限公司のこの
ような経験とノウハウを活用しながら、両社は台
湾研究市場における研究用試薬の輸入販売、現地
ベンチャー企業が開発した製品の日本・欧州での
マーケティング等を中心として事業を拡大して
いったのである。
台湾の大手病院他、医療関連への販路が確保さ

れると、遠藤氏は台湾に営業支援やアフターサー
ビス拠点を置く必要があるのではないかと感じる
ようになる。すると、周氏から周氏の経営する台
湾企業の社内に部屋を借り、そこを拠点にしたら
どうかという提案があった、遠藤氏はその提案を
受諾。台湾における薬事規制等を調べることから
開始した事業であったが、同氏の協力もあり、更
なる台湾市場のネットワークが強化されることと
なったのである。
こうして、周氏の手厚いサポートが功を奏し、

台湾で事業を順調に拡大していった同社は、台湾
市場及び台湾を拠点にしたグローバルビジネスの
可能性を強く感じ、2019 年1月、台北市内の一等
地である台北市敦化南路一段五號七階に、合弁会
社「東京未來式股份有限公司」を設立。本格的な
営業に向けて舵を切った（表3、写真4）。
合弁会社の東京未來式股份有限公司は、遠藤氏

が董事長、周氏は執行董事を務めた。資本金は
150 万台湾ドルであり、出資比率は、東京未来ス
タイルが 53％、網護科技が 47％とした。この比
率は事業運営を円滑にするため、周氏が提案した
という。なお遠藤氏によれば「台湾は理系の優れ
た営業人材が日本と比して確保しやすく、日本語
ができる人材もいるため、新会社の雇用において
の懸念はあまりない」という。
遠藤氏は、「先端医療や創薬を中心としたライ

フサイエンス分野は、人間の健康や豊かなライフ
スタイル形成に貢献する重要な産業である」と位
置付けている。しかし、この分野は日々ボーダー
レスに行われている研究開発の貢献により日々進
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写真3 台湾國家衛生研究院（NHRI)での打ち合
わせ（左：遠藤氏、右：周氏）

出所：東京未来スタイル社提供



歩し、また成長している分野でもある。そのため、
ベンチャー企業にとってはデスバレー（死の谷）
が多く、また深い分野でもある。しかし、同社は
積極果敢にそのリスクに立ち向かい、再生医療や
がん研究、感染症治癒等の先端医療及び創薬分野
の研究開発を側面から支える材料調達や情報伝達
業務を行っており、遠藤氏はこれからも注力して
いきたいという。台湾のパートナーである周氏も
遠藤氏のこの考えに深く共感を示している。
今後、東京未來式股份有限公司では、台湾及び
グローバル事業をさらに発展させるため、研究用

試薬及び臨床検体等開発材料の台湾国内への輸入
販売、台湾の大学やベンチャー企業の開発技術の
グローバル市場への紹介等を検討している。そし
て、最終的には日本と台湾が密に連携し、日台の
研究開発の発展にこれまで以上に寄与していくつ
もりであるという。
遠藤氏はインタビューの最後に、「私は、国内で

ユニークなシーズを持つバイオベンチャー企業の
商品化支援に尽力した経験がある。今後はその経
験を生かしながら、台湾の拠点を通じて、日・米・
欧・アジアに跨る自身のネットワークを駆使し、
周氏とともに、バイオベンチャーとして、各商品・
分野に対する「思い」が行き交う流通チャネルを
作り上げていきたい」と熱く語った（写真5）。
東京未来スタイルと網護科技による日本と台湾

のバイオメディカル分野の新製品開発や商材開拓
がこれから更に進めば、世界のバイオ研究市場向
け材料市場において、同社の取り組みが注目され
る日もそう遠くないだろう。

（2)「有限会社長谷川挽物製作所」の台湾向輸
出成功事例と「世代」を繋ぐ日台連携の取
り組み2

2018 年6月、燕三条産業振興センター、燕商工
会議所、燕市内企業はTJPOを訪問し、燕三条地
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表3 企業概要（東京未來式股份有限公司）
企業名 東京未來式股份有限公司 Tokyo Future Style Taiwan, Inc.
設立 2019 年1月 17 日
資本金 150 万台湾ドル
代表者名 代表取締役 遠藤隆氏、取締役 周肇隆氏
住所 台湾台北市敦化南路一段五號七樓
社員数 N/A
事業内容 研究用試薬及び研究材料の台湾での輸入販売-台湾企業の開発製品の海外市場へ

の販売-日本、台湾、欧米における企業間での新規連携事業の仲介
ホームページ http://www.tokyofuturestyle.com/
出所： 同社資料及びホームページによる

写真4 東京未來式股份有限公司（台湾）外観

出所：東京未来スタイル社提供



域と台湾高雄地域との医療機器分野における連携
について意見交換を行った。次の事例は、その際
に出会った台南の医療機器メーカーとわずか半年
で提携し、初めての輸出を実現した燕市の企業（有

限会社長谷川挽物製作所）についてである。

有限会社長谷川挽物製作所（以下、長谷川挽物）
は産業界からの要請により、新潟県燕市で 60 年
以上にわたり先端分野の金属加工を手掛けてい
る。同社に蓄積された難度の高い切削技術は極小
部品の微細な切削加工を可能とし、半世紀以上に
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2 2019 年5月 27 日、有限会社長谷川挽物製作所において
実施した、長谷川社長へのインタビューによる。

写真5 遠藤社長の目指す日台連携モデル

出所：東京未来スタイル社提供

表4 企業概要（長谷川挽物製作所）
企業名 有限会社長谷川挽物製作所
設立 創業：1953 年 11 月 11 日 設立：1966 年3月1日
資本金 510 万円
代表者 代表取締役 長谷川 克紀 氏
住所（本社） 新潟県燕市大字小関 681-18
社員数 45 名（パート7名含む）
事業内容 切削加工専門メーカー（分野：医療器具・ハウスウェア部品・航空部品・スポー

ツ部品（チタン製）・真空部品・アクセサリー（チタン製）・油圧部品・各種産業
機械部品・釣具等）

ホームページ http://hasehiki.co.jp/
出所：同社資料及びウェブサイトによる



わたり産業界にイノベーションをもたらしてきた
（表4）。
長谷川挽物は、現社長である長谷川克紀氏の祖
父である長谷川勝次郎氏が 1953 年 11 月に創業し
た企業である。1965 年に法人化し、1966 年3月
1日に会社が設立されると、ハウスウェアやカト
ラリー系の量産を始めた。1972 年には、現社長の
父である二代目の長谷川太門氏が代表取締役に就
任し事業を拡大。1977 年には、事業拡張に伴い、
燕市小関の工業団地に移転し新工場を建設する
と、1980 年には更なる量産需要に対応するため、
工場の大幅な増設を図り、25 年以上の切削技術の
蓄積を基盤としながら従来のハウスウェアやカト
ラリー系から工業部品へと徐々にシフトしていっ
た。
当時より長谷川挽物は、精密切削加工ノウハウ
は他社の追随を許さず、難削素材の加工にも大き
な強みを持っていた。そのため、1982 年には、あ
る医療メーカーからチタン加工の量産依頼があ
り、OEMによる受託製造を開始した。また、新
産業分野にも積極的に挑戦し、1995 年には、航空

機の内装部品を中心としたメーカーからの量産依
頼に基づいた OEM 製造受託も行うようになっ
た。このように、最先端分野の加工技術の蓄積と
特殊鋼の加工ノウハウを有する同社は工業製品の
みならず、一般消費財の加工にも範囲を広げて
いった。2001 年からは、同社が強みを有するチタ
ン加工技術を駆使した釣具部品の製造を開始。
2003 年には、三代目にあたる長谷川克紀氏（以下、
長谷川氏、写真6）が代表取締役に就任し、同社
にしかできないチタン切削技術を活用した特殊自
転車部品の製造も開始した。
その2年後の 2005 年には、新しい経営陣のも

と、中小企業庁の「経営革新計画」取得企業とな
り、2006 年には、同社社屋内に管理棟が建設され
るととともに、ニッケル基高合金系素材の量産依
頼を受託すると、長谷川挽物は新素材加工のスペ
シャリストとして自他ともに認める企業へと成長
した。2008 年には、新素材の切削加工ニーズが増
加し、量産需要も多くなったことから隣接地を購
入して第二工場を新設。2009 年には、ISO9001 認
証を取得し、グローバル市場展開への道筋を作っ
た。さらに、2010 年には、北島絞製作所、山崎研
磨工場とチタン製カップの製造を手がけること
で、同社の切削技術を表すような消費財の製品を
つくり、また、国際的な展示会に出展することで、
自社の技術を PRした。そして、2014 年には、同
社の高い切削技術によるチタン加工によって、自
動二輪車部品の製造を開始。現在では、この分野
における主要なサプライヤーとなっている。
このように、長谷川挽物は、三世代にわたる切

削技術の継承と技術革新を絶えまなく行ってき
た。また、常に時代に即した顧客ニーズに基づき、
新産業分野における基幹部品の切削加工を広く手
掛け、高い精度が要求される半導体分野の真空部
品の委託加工も行っている。
長谷川挽物の現在の取扱品目としては、医療器

具をはじめとして、工業分野、航空部品、真空部
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写真6 燕地域の台湾連携を牽引する企業「有限
会社長谷川挽物製作所」
代表取締役 長谷川克紀氏

出所：筆者撮影



品、油圧部品他、各種産業機械部品等、多分野に
わたっている。また、消費財分野においても、同
社が創業当時から手掛けるハウスウェア製品・部
品の他、同社が強みを有する硬度の高いチタン製
加工製品として、スポーツ部品、アクセサリー、
釣具等を製造している。長谷川氏によれば「これ
まで培ってきた経験、技術、品質を、さらに未来
に繋げるためにも、常に新しいことを学ぶ姿勢が
大事である」という。
同社は、切削加工のスペシャリストとして、徹
底的に品質と向き合い、顧客ニーズを把握しなが
ら、社会の要請に真摯に対応している。大手商社
や大手メーカーを含めた企業からの引き合い案件
数は年間 300 を超えており、こうした新しい分野
や製品を手掛ける時の感動を、社員一同で共有し
ながら、真摯にものづくりを行っている。新製品
を創造するイノベーションの源泉は、長谷川氏の
リーダーシップと社員との信頼関係にあると言え
る。
なお、長谷川挽物の「品質方針」は以下である。

当社は、金属及び各種樹脂の切削加工を通
じ、人と人との相互信頼を第一とし、全社一
丸となって人類の永続的発展に貢献します。
① 私達は、時代に合わせた変化を継続し、
永続的な利益を追求し、勇気と情熱をもっ
て未来に挑戦します。
② 私達の会社に、私達の作る製品に、私達
自身に、勇気と誇りを持ち、お客様に必要
とされる会社・品質・技術の改善を追及し
ます。
③ 私達一人一人がプロとして成長し、豊か
な人生を送り、私達の周りの社会を豊かに
します

冒頭で「当社は、金属及び各種樹脂の切削加工
を通じ、人と人との相互信頼を第一とし、全社一

丸となって人類の永続的発展に貢献します。」と
しているが、ここからも同社が「人と人との相互
信頼」を重視してビジネスを行っていることが見
て取れる。また、①～③については、長谷川社長
の願いが込められていると言っても過言ではない
だろう。
長谷川挽物は、半世紀にわたりその加工技術で、

燕地域の地域産業に貢献しており、燕地域の新産
業育成の旗手として地域の加工企業グループを牽
引してきた。また、長谷川氏、燕商工会議所工業
部会長として、地域産業の発展と未来への工業技
術の継承を常に考えて活動してきた。例えば、少
子高齢化が加速する中で、燕地域における産業の
未来を見据えた発展が必要不可欠であると考え、
商社経由で輸出用製品の受託製造を行う代わり
に、自社にとっても地域にとっても、最も有益に
なるような海外市場の開拓やグローバル顧客との
接点を探ってきた。そして、その実現のため、長
谷川氏は、これまで多くの燕市役所や燕商工会議
所、燕三条地場産業振興センター、ジェトロなど
が開催する様々なセミナーや商談会に参加してき
た。その過程で、燕三条地場産業振興センターや
燕商工会議所から台湾への企業視察の誘いがあ
り、冒頭で述べたように 2018 年6月、TJPOを訪
問することになったのである。長谷川氏は、海外
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写真7 長谷川社長直筆のグローバル戦略メモ

出所：長谷川社長提供



顧客の取り込みを目標とするだけでなく、自分の
覚書用に台湾を中心に台湾を中心としたグローバ
ル戦略に関するメモ（写真7）を作成し、いつも
確認できるよう、会社の会議室の見えるところに
貼っている。
長谷川挽物は、特にチタン合金の特殊精密切削
加工に優位性があり、特に医療機器分野において
海外顧客のニーズに応えたいと長谷川社長は考え
ていた。そして、2018 年6月、ついに長谷川氏は
思い描いていたグローバル戦略に合致した X 股
份有限公司に出会った。
X股份有限公司（以降、X社）は、台南にある
金属加工メーカーであり、主にODMや OEMを
行っている。自動化されたマシニングセンターに
より高精密部品の委託製造を行う他、設計、治具
製造、アセンブリー等も行っている。分野は、光
学部品、電子部品、医療機器部品、金属加工、自
動車部品、機械部品、油圧部品、航空部品等であ
る。
1998 年に設立した X社の事業領域は、医療機
器や光学部品、自動車部品、機械部品等の製造、
設計、及び研究開発である。また、同社は日本製
やドイツ製の機械設備を有し、銹鋼、鉄、銅など
の金属材料を中心に切削加工を行っている。設立
当初からドイツ、米国、カナダ、日本、台湾など
のグローバル顧客ニーズに基づく OEM、ODM
受 託 製 造 に 特 化 し て お り、ISO9001-2000、
TS16949 認證も取得している。現在は主に英国、
カナダ、シンガポール、日本、ドイツ、米国に輸
出を行うほか、台湾域内への内販も行っている。
董事長のA氏は、英語が堪能であり、グローバ
ル市場に幅広い顧客層を有している。また、日本
語こそ話さないが父親譲りの親日派であり、日本
企業の技術の素晴らしさを良く理解する経営者で
あった。
X 社の過半数の株式を有する董事である B 氏

（A氏の父親）は、1982 年に特殊刃物製造、機械

加工を行う切削加工メーカー設立した同社の初代
社長である。日本語堪能な B 氏は、1990 年代
～2000 年代に台湾経済部が率いた貿易経済ミッ
ションにも毎回参加してきた知日派であり、半世
紀にわたり一貫して切削加工メーカーとして事業
を行ってきた。

そのため、TJPO からの紹介で長谷川挽物が会
社訪問することを知った際、長谷川氏にある相談
を持ち掛けた。具体的には米国の航空部品メー
カーからの切削加工依頼で難度の高い加工があ
り、それを長谷川挽物に委託加工できないかとい
う相談であった。
帰国してすぐに長谷川氏は X 社からの引き合

いについて検討すると、台湾の X 社側もすぐに
来日し、長谷川挽物の工場視察を実施。今後の連
携について長谷川氏と活発な意見交換を行った。
そして、視察後に改めて X 社より技術力の高さ
を評価された長谷川挽物は、台湾への加工部品輸
出の実現可能性を確信し、早速、製造コストや輸
出諸掛などの試算を行った。そして、何とか採算
の取れるベースで、X 社への見積もりを提出し
た。残念ながらその時の見積もりは採用されな
かった。しかし、ほどなく X 社から新しい医療
機器部品の引き合いがあり、それに対する長谷川
挽物の価格オファーが X 社に受け入れられ、同
社にとって初めての輸出が実現されることとなっ
た。これは、X社との台湾での出会いから、わず
か半年のことであったことは先に述べた通りであ
る。
長谷川氏は、直筆のグローバル戦略メモ（写真

7）にある「台湾」を活用した海外展開を今後も
推進していく予定である。さらに、地域の働き手
不足による技術継承についても強い懸念を持って
おり、次世代による海外との連携可能性について
も強い関心を持っている。この件について、長谷
川氏は X社 A董事長に話したところ、A董事長
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もまた次世代経営陣の育成について関心を寄せて
いることが分かった。そこで両社は、長谷川挽物
の4代目である長谷川社長のご子息をX社に、X
社の3代目で A董事長のご子息を長谷川挽物に
預かり、お互い次世代の経営者及び技術者として
育成することを目的とした、企業連携を行うこと
にした。「燕」と「台湾」双方で行われる「世代」
を繋ぐ日台連携の取り組みから、今後も目が離せ
ない。
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